ターボ形ポンプの取り扱い
－ノンシール形（キャンドモーター）ポンプ取り扱いの注意点－
毒性、臭気および引火性の高い液体を取り扱うところでは、軸封部分を持たないノンシール形のポンプを採用することがある。
取り扱いは遠心ポンプに準ずるが、下記について注意する。
①リバースサーキュレーションの関係弁は、自液による潤滑作用および冷却作用のためのもので閉止禁止とする。
②スチームパージの禁止
電動機の耐熱性からの制限およびケーシング内異物流入防止のためスチームパージは禁止
③軸受け異常モニターの点検
付属のモニターで軸受け異常を早期に把握する。
（例えば、電動機の固定子およびローターの接触破損防止）



























